
●
お
わ
び
と
訂
正

　

本
紙
３
月
号　

ペ
ー
ジ
「
公

１７

園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
利
用
を
受

け
付
け
」
の
記
事
中
、
三
川
内

中
央
運
動
公
園
の
受
付
場
所
を

「
市
役
所
公
園
街
路
課
」と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ

り
三
川
内
支
所
（
�
�
８
１
１

１
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

公
園
街
路
課
か
ら
お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
祝
日
の
可
燃
ご
み
収
集

　

４
月　

日
（
み
ど
り
の
日
）

２９

は
収
集
し
ま
す
。
５
月
３
〜
６

日
は
休
み
ま
す
。

●
山
歩
き
の
際
は
イ
ノ
シ
シ

　

駆
除
の
わ
な
に
ご
注
意
を

　

農
作
物
を
荒
ら
す
イ
ノ
シ
シ

駆
除
の
た
め
、
け
も
の
道
な
ど

に
鉄
製
の
箱
わ
な
な
ど
が
仕
掛

け
て
あ
り
ま
す
。
近
寄
っ
た
り

触
れ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
シ
シ
が
掛
か
っ
て
い
た
ら
、

絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
お
尋
ね
は
地
元
の
猟
友
会

ま
た
は
市
役
所
農
林
振
興
課
に

ど
う
ぞ
。

●
県
個
人
情
報
保
護
条
例
が

　

ス
タ
ー
ト

　

４
月
か
ら
。
県
が
持
つ
個
人

情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め

の
も
の
で
、
自
分
に
関
す
る
情

報
は
、
閲
覧
し
た
り
、
写
し
を

取
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
議
会
、
公
安
委
員
会
、
警

察
本
部
の
も
の
を
除
く
）。
詳

し
く
は
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
�
０
９
５
・
８
２
６
・
０
１

４
１
）
へ
。

●
公
園
を
新
設

　

ひ
う
み
の
丘
公
園（
大
和
町
）、

柚
木
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
の
一

部
を
新
設
。
大
塔
公
園
、
花
高

中
央
公
園
、
比
良
公
園
、
鵜
渡

越
園
地
な
ど
で
は
、
一
部
を
再

整
備
し
ま
し
た
。
お
尋
ね
は
公

園
街
路
課
に
ど
う
ぞ
。

●
市
税
の
納
付
は
納
税
組
合

　

か
口
座
振
替
で

　

納
税
組
合
は
各
地
区
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
組
合
や
口
座
振
替
、

郵
便
局
自
動
払
込
を
利
用
す
る

と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間

も
省
け
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役

所
納
税
課
に
ど
う
ぞ
。

※
４
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
一
期
分
の
納
付
月
で

す
。
忘
れ
ず
、
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
用
地
の
申
告
を

　

宅
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税

は
住
宅
用
地
（
居
住
用
家
屋
の

敷
地
）
と
非
住
宅
用
地
と
で
は

課
税
方
法
が
異
な
り
、
住
宅
用

地
は
特
例
措
置
で
税
が
安
く
な

り
ま
す
。
家
屋
の
新
、
改
築
、

取
り
壊
し
な
ど
で
宅
地
の
用
途

に
変
更
が
あ
っ
た
ら
市
役
所
資

産
税
課
に
届
け
出
を
。

●
現
有
者
の
申
告
を

　

土
地
、
家
屋
の
所
有
者
が
死

亡
し
、
そ
れ
ら
を
所
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
人
は
資
産
税
課
に

申
告
を
。
相
続
登
記
し
た
人
は

不
要
で
す
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

　

災
害
や
都
合
で
家
屋
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
ら
、

資
産
税
課
に
滅
失
申
告
を
。
滅

失
登
記
し
た
人
は
不
要
で
す
。

●
不
動
産
取
得
税
を
軽
減

　

条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
土
地

や
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
に
該

当
し
ま
す
。
詳
し
く
は
県
税
事

務
所
（
�
�
４
２
１
１
）
へ
。

●
電
話
加
入
権
を
公
売

　

４
月　

日　

時
、
市
役
所
３

２４

１０

階
理
事
者
控
室
。
お
尋
ね
は
納

税
課
に
。

●
佐
世
保
駅
前
地
下
商
店
街

　

の
営
業
は
５
月
末
ま
で

　

同
駅
前
広
場
整
備
工
事
に
伴

い
、
地
下
商
店
街
は
５
月
末
で

閉
鎖
し
ま
す
。
お
尋
ね
は
市
役

所
ま
ち
づ
く
り
課
に
。

●
小
、
中
学
生
が
い
る
世
帯

　

に
就
学
費
用
を
援
助

　

対
象
は
次
に
該
当
す
る
世
帯

で
す
。
①
生
活
保
護
を
受
け
な

く
な
っ
た
②
個
人
事
業
税
、
市

民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料

の
減
免
を
受
け
て
い
る
③
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
④
世

帯
更
生
資
金
を
借
り
て
い
る
⑤

日
雇
い
労
働
の
た
め
、
収
入
が

不
安
定
で
あ
る
な
ど
。
詳
し
く

は
各
小
、
中
学
校
か
市
教
育
委

員
会
総
務
課
に
ど
う
ぞ
。

●
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

　

議
会
に
加
入
を

　

子
ど
も
会
活
動
の
活
性
化
の

た
め
ぜ
ひ
加
入
を
。
年
会
費
は

１
人
二
百
五
十
円
で
、
子
ど
も

会
活
動
中
の
事
故
な
ど
に
は
見

舞
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。
お
尋

ね
は
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
に
ど
う
ぞ
。

●
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
を

　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
な
ど
を

補
償
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
東
部
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
ラ
グ

　

ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
、
ソ
フ
ト

　

ボ
ー
ル
場
が
使
用
休
止

　

芝
生
整
備
の
た
め
、
４
月
１

日
か
ら
来
年
７
月
ま
で
。
お
尋

ね
は
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
�

�
３
１
２
５
）
に
。

※市役所各課へは代表電話○２４ １１１１からお回しします

������
人権教育のための国連１０年・佐世

保市行動計画⑤障害者に関して

　１９７５年の「障害者の権利採択宣
言」 や、「国際障害者年」のテーマ「障
害者の完全参加と平等」を踏まえて、
すべての人が共に考え、共に生きる
社会の実現に向け、国際的な取り組
みがなされています。
　本市では、「市障害者プラン」を策 
定するとともに、ノーマライゼー 
ション（障害の有無にかかわらず、
みんなが平等に生きること）やバリ
アフリー（障害がある人などにとっ
ての生活上で障壁をなくすこと）を
理念に啓発などに努めています。
　お尋ねなどは同和対策室にどうぞ。
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●
転
居
届
け
は
水
道
局
に
も

　

水
道
の
使
用
開
始
、
中
止
は

早
め
に
次
の
と
こ
ろ
に
ご
連
絡

を
。▼
水
道
局
営
業
課（
�
�
１

１
５
１
）▼
東
部
営
業
所（
�
�

３
３
２
６
）▼
西
部
営
業
所（
�

�
２
３
６
６
）

※
検
針
、
取
り
替
え
の
支
障
に

な
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
の
上
に

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の

　

水
道
管
に
破
損
が
あ
っ
た
ら

　

佐
世
保
上
下
水
道
管
工
事
セ

ン
タ
ー
（
�
�
６
３
６
２
）
か

水
道
局
の
指
定
給
水
工
事
業
者

に
ご
連
絡
を
。
道
路
な
ど
の
水

漏
れ
は
水
道
局
給
水
課
（
�
�

１
１
５
１
）
か
最
寄
り
の
営
業

所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
水
を
安
全
に
お
い
し
く
飲

む
た
め
に

　

長
期
間
留
守
に
し
た
後
や
、

朝
一
番
に
水
を
使
用
す
る
場
合
、

消
毒
用
の
塩
素
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭

和　

年
３
月
以
前
に
設
置
さ
れ

５３
た
水
道
管
は
、
鉛
管
が
使
用
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
鉛

が
溶
け
出
す
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
通
常
の
使
用
状
態
で
は

健
康
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
か
っ

た
と
き
は
、
念
の
た
め
、
使
い

始
め
の
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度
の
水

は
飲
み
水
以
外
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
個
人
所
有
の
鉛
管
は

取
り
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

お
尋
ね
は
水
道
局
給
水
課
に
。

●
平
成　

年
度
の
公
共
下
水

１４

　

道
敷
設
予
定
地
区

　

船
越
、
赤
崎
、
大
塔
、
権
常

寺
、
権
常
寺
一
丁
目
、
広
田
二

丁
目
、
田
の
浦
、
早
岐
三
丁
目

な
ど
の
一
部
。
お
尋
ね
は
水
道

局
下
水
道
管
理
課
（
�
�
１
１

５
１
）
に
。

●
佐
世
保
渉
外
労
務
管
理
事
務

　

所
の
業
務
が
新
組
織
に
移
行

　

同
事
務
所
は
３
月
で
廃
止
さ

れ
、
４
月
か
ら
国
の
「
駐
留
軍

等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
佐
世

保
支
部
」
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

所
在
地
や
電
話
番
号
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。
お
尋
ね
は
同
支
部

（
�
�
７
１
９
１
）
へ
。

●
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ら　

　

記
念
品
な
ど
の
申
請
を

　

対
象
は
本
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

人
の
お
子
さ
ん
。
同
一
の
母
が

第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
を
出

産
し
た
場
合
は
、
祝
い
金
（
二

万
円
）
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
役
所
戸
籍
年
金
課
に
。

●
異
動
シ
ー
ズ
ン
で
市
役
所 

   
の
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

　

週
の
半
ば
の
８
時　

分
〜　

３０

１０

時
と
、　

時
以
降
は
比
較
的
す

１６

い
て
い
ま
す
。
戸
籍
や
住
民
票

な
ど
の
請
求
は
、
市
役
所
支
所
、

郵
便
局
、
休
日
夜
間
申
請
ボ
ッ

ク
ス
（
市
役
所
や
各
支
所
前
な

ど
に
設
置
）
で
も
で
き
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
尋
ね
は

戸
籍
年
金
課
に
ど
う
ぞ
。

●
４
月
か
ら
は
新
し
い
国
民 

   
健
康
保
険
証
で
受
診
を

　

３
月
末
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。
お
尋
ね
は

戸
籍
年
金
課
に
ど
う
ぞ
。

●
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の 

　

外
来
一
部
負
担
金
が
変
更

　

４
月
か
ら
。
定
額
負
担
の
診

療
所
で
は
、
１
日
八
百
円
�
八

百
五
十
円
に
。
定
率
負
担
の
診

療
所
と
二
百
床
未
満
の
病
院
で

は
月
額
上
限
が
三
千
円
�
三
千

二
百
円
に
。
定
率
負
担
の
二
百

床
以
上
の
病
院
で
は
月
額
上
限

が
五
千
円
�
五
千
三
百
円
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
国

民
健
康
保
険
課
に
。

●
人
間
ド
ッ
ク
で
体
と
歯
の 

   
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

◇
短
期
（
半
日
）
人
間
ド
ッ
ク

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
に
。

対
象
は　

〜　

歳
の
本
市
国
民

３０

６９

健
康
保
険
加
入
者
。
定
員
四
百

二
十
人
。
本
人
負
担
は
八
千
円
。

お
申
し
込
み
と
お
尋
ね
は
国
民

健
康
保
険
課
か
各
支
所
に
。

◇
歯
科
ド
ッ
ク

　

歯
周
病
予
防
に
。
対
象
は　
２０

〜　

歳
の
本
市
国
民
健
康
保
険

６９
加
入
者
。
本
人
負
担
は
千
五
百

円
。
定
員
百
人
。
お
申
し
込
み

は
市
歯
科
医
師
会
指
定
の
歯
科

医
院
へ
。
お
尋
ね
は
国
民
健
康

保
険
課
に
。

●
商
店
街
活
性
化
な
ど
の
補
助

　

金
交
付
申
請
を
受
け
付
け

◇
商
店
街
活
性
化
支
援
事
業

　

商
店
街
な
ど
が
研
究
や
研
修

を
行
う
際
、
対
象
経
費
の
二
分

の
一
（
上
限
三
十
万
円
）
以
内

を
補
助
。

◇
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業

　

商
店
街
な
ど
が
活
性
化
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
際
、
対

象
経
費
の
三
分
の
一
（
上
限
五

十
万
円
。
近
隣
の
商
店
街
が
連

携
し
て
行
う
場
合
は
三
百
万

円
）
以
内
を
補
助
。

※
い
ず
れ
も
申
請
、
お
尋
ね
は

市
役
所
商
工
労
働
課
に
。　

　
●
中
小
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

構
築
や
Ｉ
Ｔ
活
用
に
補
助
金

　

中
小
企
業
が
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
や
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
た

り
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
新
し
い
業
務
形
態

を
研
究
し
た
り
す
る
場
合
、
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
お

申
し
込
み
、
お
尋
ね
は
５
月　
３１

日
ま
で
に
商
工
労
働
課
に
。

●
学
校
や
家
庭
な
ど
で
の
悩 

   
み
に
応
じ
ま
す

　

場
所
は
平
瀬
町
・
市
青
少
年

教
育
セ
ン
タ
ー
。
電
話
（
�
０

０
７
７
）
で
も
ど
う
ぞ
。
毎
月

第
２
、
４
木
曜
は　

時　

分
〜

１７

３０

　

時　

分
に
も
受
け
付
け
て
い

２０

３０

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
市
民
相
談
室
の
ご
利
用
を

　

市
役
所　

階
で
す
。
①
月
、

１２

木
曜
＝
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
（
来
室
の
上
予
約
が
必
要
）

②
火
曜
＝
行
政
相
談
委
員
に
よ

る
行
政
相
談
③
水
曜
＝
専
門
相

談
員
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
④

第
１
、
３
金
曜
＝
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
員
に
よ
る
宅
地
建
物

相
談
。
時
間
は　

〜　

時（
③

１３

１６

は　

時
ま
で
）。
無
料
。
一
般

１７
相
談
は
平
日
に
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

��������



●
４
月
か
ら
土
、
日
曜
に
も
結

　

婚
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

月
、
木
、
金
、
土
、
日
曜
８

時　

分
〜　

時
、
平
瀬
町
の
市

３０

１６

結
婚
相
談
所
で
。
無
料
。
火
、

水
曜
、
祝
日
は
休
み
。
お
尋
ね

は
同
所
（
�
�
９
４
５
５
）
に
。

●
ス
ピ
カ
で
女
性
相
談

　

場
所
は
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
２
階
。
月
、
火
、
木
、
金

曜
（
祝
日
を
除
く
）
９
〜　

時
、

１６

女
性
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
予
約
と
電

話
で
の
相
談
は
専
用
電
話
（
�

６
１
８
０
）
に
。

●
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

　

ご
利
用
を

　

矢
岳
町
に
あ
り
、
労
働
者
と

事
業
主
の
問
題
や
労
働
紛
争
な

ど
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ご
相
談
や
お
尋
ね
は
同

所
（
�
�
４
１
６
１
）
へ
ど
う

ぞ
。

●
業
務
を
委
託

　

市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
を
同
セ
ン
タ
ー
管
理
会

へ
▼
三
川
内
焼
伝
統
産
業
会
館

の
使
用
料
徴
収
を
三
川
内
陶
磁

器
工
業
協
同
組
合
へ
▼
佐
世
保

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
管
理
運
営

と
使
用
料
徴
収
を
（
社
）
佐
世

保
自
治
振
興
会
へ
。
期
間
は
い

ず
れ
も
来
年
３
月
ま
で
。

●
特
定
公
共
、
特
定
優
良
の

　
　
　
　

賃
貸
住
宅
入
居
者

　

特
定
優
良
は
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ

大
塔
と
須
佐
団
地
。
特
定
公
共

は
上
町
第
一
、
同
第
二
団
地
、

泉
福
寺
団
地
、
桜
木
団
地
。
対

象
は
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
を

超
え
る
世
帯
で
す
。
お
申
し
込

み
は
、
天
満
町
の
県
住
宅
供
給

公
社
佐
世
保
事
務
所
（
�
�
９

６
１
２
）
で
平
日
に
随
時
受
け

付
け
中
。
お
尋
ね
も
同
事
務
所

へ
。

●
市
営
住
宅
（
空
き
家
）
の

　

入
居
者

　

市
内
全
域
の
空
き
家
で
す
。

申
込
用
紙
は
４
月　

日
か
ら
市

１５

役
所
住
宅
課
と
各
支
所
で
配
布
。

申
し
込
み
受
け
付
け
は
４
月　
２２

〜　

日
の
毎
日
午
前
中
、
市
役

２４
所
８
階
。
お
尋
ね
は
住
宅
課
に
。

●
第　

回
市
民
展
の
作
品

３５

　

５
月
８
〜　

日
、
島
瀬
美
術

１３

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
部
門
は
洋

画
、
日
本
画
、
書
、
デ
ザ
イ
ン
、

写
真
、
彫
塑
工
芸
の
６
つ
。
作

品
搬
入
は
５
月
５
日
（
書
は　
１０

〜　

時
、
そ
の
ほ
か
は　

〜　

１２

１３

１６

時
）
に
同
セ
ン
タ
ー
に
。
出
品

資
格
な
ど
の
お
尋
ね
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
か
同
展

開
催
事
務
局
の
浦
郷
さ
ん
（
�

�
４
２
０
９
）
へ
ど
う
ぞ
。

●
平
成　

年
度
の
市
奨
学
生

１４

　

対
象
は
市
内
に
住
所
を
持
つ

人
か
、
そ
の
お
子
さ
ん
。
大
学
、

短
大
、
専
門
学
校
（
修
業
年
限

２
年
以
上
）、
高
校
、
工
業
高
等

専
門
学
校
に
進
学
予
定
ま
た
は

在
学
中
で
、
経
済
的
理
由
で
就

学
が
困
難
な
人
に
お
貸
し
し
ま

す
。
高
校
生
や
高
専
生
は
、
ほ

か
の
奨
学
金
と
は
重
複
し
て
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
額
な
ど
詳
し
く
は
市
教
育

委
員
会
総
務
課
に
。

●
平
成　

年
度
の
県
奨
学
生

１４

　

対
象
は
県
内
に
１
年
以
上
住

ん
で
い
る
人
の
お
子
さ
ん
で
、

４
年
制
大
学
に
進
学
予
定
ま
た

は
在
学
中
の
人
。
金
額
は
月
額

で
国
公
立
は
三
万
一
千
円
、
私

立
は
三
万
七
千
円
。
お
申
し
込

み
は
５
月　

日
ま
で
に
市
教
育

１０

委
員
会
総
務
課
に
。

●
文
化
、
科
学
教
室
参
加
者

◇
児
童
文
化
教
室
�
絵
画
、
水

　

彩
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
英
会
話
、

　

茶
道

◇
少
年
科
学
教
室
�
バ
ー
ド
ウ

　

オ
ッ
チ
ン
グ
、
天
文
、
楽
し

　

い
実
験
、
エ
コ
教
室
、
パ
ソ

　

コ
ン
、
昆
虫
・
植
物
、
自
然

　

発
見

※
対
象
は
小
、
中
学
生
（
種
類

に
よ
っ
て
対
象
学
年
な
ど
は
異

な
り
ま
す
）。
募
集
期
間
は
４

月　

日
〜
５
月
８
日
。
詳
し
く

２０
は
、
児
童
文
化
館
（
�
�
１
５

１
７
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
自
衛
官

　

一
般
、
技
術
の
幹
部
候
補
生

（
大
学
卒
業
程
度
）
と
医
科
、

歯
科
の
幹
部
候
補
生
を
４
月
８

日
か
ら
５
月　

日
ま
で
。
詳
し

１０

く
は
自
衛
隊
長
崎
地
方
連
絡
部

佐
世
保
出
張
所
（
�
�
１
２
３

１
）
へ
。

●
市
民
水
泳
教
室

　

５
月　

〜　

日
と
同　

〜　

２２

２４

２９

３１

日　

〜　

時
、
平
瀬
町
・
市
温

１１

１３

水
プ
ー
ル
。
お
申
し
込
み
は
印

鑑
と
参
加
料
二
千
円
（
保
険
料

含
む
）
を
持
っ
て
同
プ
ー
ル
、

市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
た
は
体

育
文
化
館
で
ど
う
ぞ
。
４
月　
２９

日
か
ら
受
け
付
け
、
定
員　

人
５０

に
な
っ
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。

お
尋
ね
は
同
プ
ー
ル
（
�
�
５

４
５
５
）
に
ど
う
ぞ
。

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
と
試
験

　

準
備
講
習
会

◇
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙

種
を
６
月　

日
、
長
崎
県
立
大

１６

学
と
佐
世
保
工
業
高
校
で
。
願

書
受
け
付
け
は
４
月　

〜　

日
。

１５

２６

◇
試
験
準
備
講
習
会

　

乙
種
第
４
類
を
５
月　

、　
２３

２４

日
、
干
尽
町
・
佐
世
保
技
能
会

館
で
。
丙
種
を
５
月　

日
、
消

２２

防
局
で
。
受
講
受
け
付
け
は
４

月
８
日
〜
５
月　

日
。

１０

※
い
ず
れ
も
申
込
書
は
県
北
振

興
局
、
消
防
局
、
消
防
署
（
出

張
所
）
で
配
布
。
お
尋
ね
は
消

防
局
予
防
課（
�
�
９
２
５
７
）

に
。

●
普
通
救
命
講
習

　

５
月　

日
９
〜　

時
、
相
浦

１２

１２

文
化
セ
ン
タ
ー
。
内
容
は
心
肺

※市役所各課へは代表電話○２４ １１１１からお回しします

�

4 月のさせぼ競輪
○第２節
　�－�－�
○四日市記念場外
　⑬－⑭－⑮－⑯
○ふるさとダ－ビー防府場外
　⑱－⑲－⑳－�
○武雄記念場外
　�－�－5月①－②
○ 5月第 1節
　④－⑤－⑥
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4 月の移動図書館巡回日程

蘇
生
法
と
止
血
法
。
無
料
。
対

象
は
中
学
生
以
上
で
す
。
同
講

習
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
り
、

３
年
以
上
た
っ
た
人
も
ど
う
ぞ
。

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
。

お
申
し
込
み
は
西
消
防
署
（
�

�
２
０
７
６
）
に
電
話
か
直
接

ご
来
署
を
。
定
員　

人
に
な
っ

３０

た
ら
締
め
切
り
ま
す
。

●
佐
世
保
中
央
高
校
で　
　

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
講
座

　

５
月
か
ら
、　

歳
以
上
が
対

１８

象
の
油
絵
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
、

　

歳
以
上
が
対
象
の
卓
球
、
バ

１５ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
開
講
。
教

材
費
な
ど
は
実
費
負
担
。
応
募

締
め
切
り
は
４
月　

日
。
詳
し

２２

く
は
同
校
通
信
制
（
�
�
１
１

６
１
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
中
小
企
業
大
学
校
直
方
校 

    
で
ビ
ジ
ネ
ス
研
修

　

５
月　

〜　

日
＝
「
人
の
心
を

１４

１７

動
か
す
交
渉
と
提
案
法
」
で
、

定
員　

人
。
受
講
料
三
万
円
。

３０

５
月　

〜　

日
＝
「
管
理
者
の

２１

２３

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開

発
」
で
、
定
員　

人
。
受
講
料

４０

二
万
七
千
五
百
円
。
お
申
し
込

み
、
お
尋
ね
は
同
校
（
�
０
９

４
９
�
１
１
４
４
）
へ
。
い
ず

れ
も
定
員
に
な
っ
た
ら
締
め
切

り
。

※
受
講
者
に
は
市
か
ら
受
講
料

や
旅
費
な
ど
を
半
額
補
助
し
ま

す
。
商
工
労
働
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

●
帆
船
「
海
星
」
が
西
海
パ
ー

　

ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
入
港

　

４
月　

日　

時
に
入
港
。
同

１９

１０

　

日
は
無
料
で
船
内
見
学
が
で

２０き
ま
す
。
お
尋
ね
は
西
海
パ
ー

ル
シ
ー
セ
ン
タ
ー
（
�
�
４
１

８
７
）
へ
ど
う
ぞ
。

●
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い

　

な
す
」
が
佐
世
保
に
寄
港

　

４
月　

日　

時　

分
、
前
畑

２８

１６

３０

岸
壁
。
日
本
一
周
ク
ル
ー
ズ
中

の
同
船
が
寄
港
し
ま
す
。
乗
船

客
の
お
出
迎
え
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お

尋
ね
は
市
役
所
観
光
課
に
ど
う

ぞ
。

●
２
０
０
２
な
が
さ
き
陶
磁
展

　

４
月　

〜　

日
、
島
瀬
美
術

１０

１４

セ
ン
タ
ー
。
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、

伝
統
工
芸
品
産
業
部
門
の
、
同

展
入
賞
作
品
を
展
示
。
お
尋
ね

は
同
展
開
催
事
務
局
（
�
�
３

１
４
０
）
へ
。

●
春
の
花
市

　

４
月　

〜　

日
、
松
浦
公
園
。

１２

２１

洋
ラ
ン
、
観
葉
植
物
、
草
花
の

苗
、
園
芸
資
材
な
ど
が
販
売
さ

れ
ま
す
。
園
芸
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。
お
尋
ね
は
市
役
所
公
園

街
路
課
に
。

●
歴
史
の
道
探
訪　
　
　
　

　
　
　
「
平
戸
八
景
」
を
歩
く

　

５
月　

日
。
９
時
に
佐
世
保

１１

駅
前
を
出
発
し
、
平
戸
八
景
の

う
ち
、
本
市
内
に
あ
る
福
石
観

音
、
須
佐
神
社
、
眼
鏡
岩
公
園

を
見
学
し
ま
す
。
参
加
費
１
人

百
円（
保
険
料
含
む
）。
お
申
し

込
み
、
お
尋
ね
は
４
月
８
日
〜

５
月
７
日
に
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
に
。

●
春
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会

　

４
月　

日
９
〜　

時
、
中
央

２８

１２

公
園
一
帯
。
対
象
は
市
内
の
幼

児
〜
中
学
生
。
参
加
無
料
。
画

用
紙
は
当
日
配
布
し
ま
す
が
、

ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
、
画
板
は

持
参
を
。
雨
の
と
き
は
５
月
５

日
に
延
期
し
ま
す
。
参
加
賞
あ

り
。
お
尋
ね
は
児
童
文
化
館

（
�
�
１
５
１
７
）
に
ど
う
ぞ
。

●
天
体
観
望
会

　

４
月　

日　

〜　

時
、
児
童

２０

１９

２１

文
化
館
屋
上
。
天
気
が
悪
い
と

き
は
翌
日
に
延
期
。
テ
ー
マ
は

「
金
星
、
火
星
、
土
星
、
木
星
と

月
が
並
ぶ
」。
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
参
加
を
。
お
申

し
込
み
、
お
尋
ね
は
児
童
文
化

館
に
ど
う
ぞ
。
定
員　

人
に

５０

な
っ
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。

●
児
童
文
化
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

　

ウ
ム
へ
ど
う
ぞ

　
「
望
遠
鏡
の
歴
史
」「
春
の
星

座
紹
介
」「
神
話
・
ク
マ
に
な
っ

た
親
子
」
を
投
映
し
て
い
ま
す
。

入
館
料
は
高
校
生
以
上
二
百
円
、

中
学
生
以
下　

円
。
火
曜
、
祝

８０

日
は
休
み
。
お
尋
ね
は
同
館
に

ど
う
ぞ
。

�

場　所時　間日
 黒髪２の２公会堂
 黒髪小学校裏
 日宇ケ丘住宅
 大岳台公民館

13:30 ～ 14:00
14:10 ～ 14:40
14:55 ～ 15:30
15:45 ～ 16:30

２
・　
16

 広田公園
 針尾支所
 江上支所
 県住もみじが丘

10:30 ～ 11:00
14:40 ～ 15:10
15:20 ～ 15:40
16:00 ～ 16:40

３
・　
17

 大野児童センター前
 光町九州電力社宅
 美崎が丘
 吉岡団地
 中里皆瀬支所
 中里公務員住宅
 日野本町公民館

10:05 ～ 10:25
10:40 ～ 11:00
11:15 ～ 11:45
13:20 ～ 13:50
14:00 ～ 14:40
14:55 ～ 15:40
16:00 ～ 16:40

　

・　
11

25

 海自鹿子前宿舎
 神島公民館
 柚木支所
 矢峰公園横
 泉福寺住宅前
 春日小学校前

10:20 ～ 11:00
11:10 ～ 11:40
13:30 ～ 14:00
14:10 ～ 14:50
15:00 ～ 15:50
16:00 ～ 16:40

５
・　
19

 若竹台北公園
 もみじが丘
 北大和公民館
 大黒団地
 十郎原団地
 天神タクシー横 

10:20 ～ 10:50
11:05 ～ 11:30
13:30 ～ 14:00
14:20 ～ 14:50
15:10 ～ 15:40
15:50 ～ 16:30

９
・　
23

 崎岡団地
 花高３丁目バス停
 権常寺第３公園
 宮支所
 三川内支所

11:00 ～ 11:40
13:15 ～ 13:45
14:00 ～ 14:30
14:50 ～ 15:10
16:10 ～ 16:30

　

・　
10

24

 Ａコープ九十九店前
 船越公民館

15:00 ～ 15:30
15:40 ～ 16:20

４
・　
18

 保立町バス停16:00 ～ 16:40

　
・　1226
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